
第
二
三
回
日
本
医
学
会
総
会
は
一
九
九
一
年
四
月
、
京
都
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
日
本
医
学
会
の
第
一
分
科
会
は
日
本
医
史
学
会

で
、
そ
の
第
九
二
回
が
杉
立
義
一
会
長
の
も
と
、
同
じ
京
都
市
に
お

い
て
六
月
一
・
二
日
に
行
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
今
か
ら
五
三
年
前
、
一
九
三
八
年
に
同
じ
京
都
で
第
一

○
回
日
本
医
学
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
さ
い
も
第
一
分
科
会
が
開
催

（
第
三
高
等
学
校
講
堂
）
さ
れ
た
。
分
科
会
長
は
入
澤
達
吉
（
敬
称

略
、
以
下
同
じ
）
で
、
分
科
委
員
と
し
て
藤
浪
剛
一
・
小
田
平
義
・

緒
方
富
雄
・
佐
伯
理
一
郎
が
名
を
連
ね
た
。
京
都
で
の
医
史
学
会
と

あ
れ
ば
佐
伯
が
会
長
と
な
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
佐
伯
は
同
総
会
で
も
う
ひ
と
つ
の
大
役
を
果
し
て
い
た
。
す
な

わ
ち
第
二
六
分
科
、
産
科
・
婦
人
科
学
の
会
長
で
あ
る
。
こ
れ
は
第

佐
伯
理
一
郎
・
再
論

長
門
谷
洋
治

三
六
回
日
本
婦
人
科
学
会
に
あ
た
っ
て
い
た
。
四
月
二
日
午
前
八
時

三
○
分
の
開
会
の
辞
の
な
か
で
「
不
肖
老
人
会
長
の
席
を
稜
し
、
汗

顔
の
極
に
存
じ
ま
す
が
、
其
光
栄
は
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
私
は
本

年
七
七
歳
と
な
り
ま
し
て
、
最
早
余
年
も
僅
か
と
存
じ
…
…
」
と
述

べ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
後
一
五
年
を
生
き
た
。
（
一
八
六
二
’
一
九

五
三
）こ

の
第
一
○
回
日
本
医
学
会
で
は
日
本
医
史
学
会
主
催
の
医
史
展

覧
会
が
五
日
間
に
わ
た
っ
て
第
三
高
等
学
校
本
館
で
行
わ
れ
、
一
般

に
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
富
士
川
勝
の
指
導
に
よ
っ
た
が
、
展
示
中

医
書
の
大
部
分
は
富
士
川
の
、
害
画
幅
の
大
部
分
は
佐
伯
の
所
蔵
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
由
。
さ
ら
に
佐
伯
は
医
史
学
会
に
一
人
で
五
題

も
の
一
般
演
題
を
提
出
し
て
お
り
、
大
変
な
活
躍
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

医
史
学
会
が
日
本
医
学
会
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
前

回
の
第
九
回
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
佐
伯
は
当
初
は
産
婦
人
科
医
と
し

て
、
の
ち
に
は
医
史
学
者
と
し
て
も
、
生
涯
中
に
行
わ
れ
た
医
学
会

総
会
の
ほ
と
ん
ど
に
出
席
し
た
と
い
わ
れ
る
。
な
お
京
都
で
日
本
医

学
会
が
開
か
れ
た
の
は
一
九
二
二
年
の
第
六
回
が
最
初
で
、
こ
の
回

が
二
度
目
で
あ
っ
た
。
三
度
目
の
京
都
で
の
日
本
医
学
会
は
一
九
五

五
年
（
第
一
四
回
、
こ
の
と
き
の
第
一
分
科
、
第
五
七
回
日
本
医
史

（114） 276



学
会
々
長
は
内
山
孝
一
、
委
員
・
大
矢
全
節
）
で
、
佐
伯
は
そ
の
約

二
年
前
に
九
一
歳
で
死
亡
し
て
い
る
。

本
学
会
が
正
式
に
日
本
医
史
学
会
を
名
乗
っ
た
の
は
一
九
二
七
年

で
初
代
理
事
長
は
呉
秀
三
で
あ
っ
た
。

佐
伯
は
そ
の
発
足
時
に
評
議
員
と
な
っ
て
い
る
。

佐
伯
は
『
医
諄
』
第
七
号
（
昭
和
一
五
年
一
二
月
発
行
）
の
八
富

士
川
先
生
追
悼
特
輯
ｖ
の
中
で
「
私
が
始
め
て
博
士
を
知
り
た
る
の

は
、
明
治
廿
一
年
の
事
で
、
当
時
私
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
在
学
中
、

親
友
小
池
正
直
君
（
後
男
爵
と
な
る
）
に
勧
め
ら
れ
て
『
産
婦
人
科

に
於
け
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
と
題
す
る
一
論
文
を
中
外
医
事
新
報
に
投

じ
、
其
社
長
原
田
貞
吉
君
か
ら
書
状
が
来
て
此
後
は
編
輯
主
任
富
士

川
勝
君
に
直
接
通
信
せ
ら
れ
て
ド
シ
ノ
、
沢
山
の
原
稿
を
送
ら
れ
た

し
と
申
し
て
来
た
。
是
が
抑
々
富
士
川
君
と
文
通
を
始
め
た
る
初
め

で
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
富
士
川
が
広
島
か
ら
上
京
し
、

中
外
医
事
新
報
の
編
集
を
主
宰
し
た
の
は
明
治
二
○
（
一
八
八
七
）

年
秋
で
あ
る
が
、
上
記
佐
伯
の
『
産
婦
人
科
に
お
け
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
』
と
は
、
同
誌
二
二
八
号
（
明
理
・
９
・
妬
発
行
）
二
二
九
号

（
、
．
、
発
行
）
の
つ
ぎ
の
論
文
か
と
思
わ
れ
る
。
（
宗
田
一
氏
に
よ

る
）

チ
ュ
ー
レ
・
ブ
ラ
ン
ド
目
冒
埼
の
犀
画
口
号
氏
婦
人
科
的
按
摩
術

独
逸
国
江
南
大
学
産
科
院
二
於
テ

ド
ク
ト
ル
佐
伯
理
一
郎

こ
の
論
文
を
投
じ
た
の
は
イ
エ
ー
ナ
大
学
か
ら
で
あ
る
こ
と
も
判

明
す
る
。
ち
な
み
に
イ
エ
ー
ナ
に
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
か
ら

約
二
年
間
、
富
士
川
が
留
学
す
る
。

佐
伯
は
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
四
月
帰
国
す
る
が
、
そ
の
後

も
中
外
医
事
新
報
に
以
下
の
寄
稿
を
な
し
て
い
る
。
（
宗
田
一
氏
に

よ
る
）欧

米
諸
国
医
学
の
景
況
三
○
二
号
（
明
溺
・
加
・
弱
）

こ
れ
は
同
年
中
に
三
回
、
翌
年
に
七
回
と
計
二
回
連
載
さ
れ
、

さ
ら
に
同
二
七
（
一
八
九
四
）
年
『
巡
遊
記
』
と
題
し
て
三
四
四
号

よ
り
六
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
同
二
六
年
の
三

○
八
号
。
三
一
五
号
に
は

半
夏
及
伏
龍
肝
等
ノ
妊
娠
嘔
吐
一
一
対
ス
ル
効
験
二
就
テ

を
投
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
ら
の
臨
床
経
験
を
ふ
ま
え
た
産
科
漢

方
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。

佐
伯
は
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
二
月
、
吐
鳳
堂
書
店
よ
り

『
戦
時
平
時
救
急
看
護
法
』
（
懐
中
手
帖
形
）
を
出
す
。
彼
が
「
我
処
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女
作
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
リ
ュ
ー
レ
マ
ン
著
の
翻
訳

で
あ
る
。
つ
い
で
同
年
七
月
、
同
じ
書
店
か
ら
『
普
通
看
病
学
』
を

出
す
。
原
著
は
ビ
ル
ロ
ー
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
十
二
月
三
十
日

発
行
、
同
じ
吐
鳳
堂
か
ら
『
珠
氏
産
科
学
』
巻
一
を
出
す
。
こ
れ
は

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ロ
ェ
デ
ル
炭
胃
』
砕
胃
ｏ
ａ
９
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
）

の
著
を
訳
し
た
も
の
だ
が
、
彼
が
『
日
誌
抜
葦
』
に
「
珠
氏
産
科
害

翻
訳
ヲ
約
ス
」
と
記
し
た
の
は
同
年
六
月
一
五
日
で
、
彼
は
内
地
勤

務
と
は
い
え
、
日
清
戦
役
で
軍
務
に
服
し
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
本

書
の
序
言
が
明
治
廿
九
年
一
月
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
実
際
の
刊
行

が
こ
の
年
で
あ
る
こ
と
は
、
『
日
誌
抜
華
』
二
月
一
日
に
「
珠
氏
産

科
学
第
一
冊
出
版
ス
」
と
記
し
て
い
る
点
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
そ

れ
に
し
て
も
早
い
上
梓
で
あ
る
。
ち
な
桑
に
巻
二
は
同
廿
九
年
八

月
、
巻
三
は
同
三
十
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

文
献
長
門
谷
洋
治
佐
伯
理
一
郎
と
そ
の
『
日
誌
抜
華
』
日
医
史
誌

三
五
・
一
三
八
、
一
九
八
九

（
大
阪
府
豊
中
市
）

天
武
天
皇
の
諸
皇
子
は
秀
れ
た
才
幹
の
所
有
者
が
多
か
っ
た
だ
け

に
、
皇
位
へ
の
競
望
の
念
も
そ
れ
ぞ
れ
に
強
か
っ
た
事
が
推
察
さ
れ

る
。

う
の
の
さ
ら
ら

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
皇
后
鶴
野
讃
良
皇
女
は
自
己
の
所
生

く
さ
か
べ

で
あ
る
草
壁
皇
子
を
即
位
せ
し
め
、
そ
の
後
は
皇
子
の
子
孫
を
以
て

順
次
、
皇
位
を
嗣
が
せ
て
行
く
事
を
企
図
、
ま
ず
草
壁
皇
子
の
立
太

子
に
成
功
さ
れ
た
。
（
但
し
古
代
の
皇
太
子
は
現
在
の
そ
れ
と
は
若

干
意
義
が
異
な
る
。
）

と
こ
ろ
が
皇
子
は
即
位
を
前
に
し
て
二
十
八
才
に
て
莞
ぜ
ら
れ
た

の
で
、
皇
后
は
自
ら
即
位
ｌ
持
統
天
皇
ｌ
、
治
政
一
○
年
の
後
、
草

か
る

壁
皇
子
の
長
子
珂
瑠
皇
子
を
、
十
五
才
の
少
年
で
あ
る
に
か
か
わ
ら

ず
即
位
さ
せ
Ｉ
文
武
天
皇
ｌ
、
自
ら
は
太
上
天
皇
と
し
て
共
同
統
治

く
さ
か
べ

草
壁
系
諸
帝
の
病
迩

稻
垣
直
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